
国
交
省
、参
入
時
基
準
強
化
へ
パ
ブ
コ
メ

東
ト
協
広
報
委
員
会
を
開
催　

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
各
支
部
活
動　
　
　

陸
災
防
東
京
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
競
技
会

国
交
省
、行
政
処
分
等
基
準
を
改
正

３４４６7

8
月
分

 （
東
ト
協
調
べ
）

☆ス タ ン ド 127.0〜126.1 円 平均 =126.54�円
☆ロ ー リ ー 123.5〜112.9 円 平均 =115.48円
☆元売り発行カード  131.0〜116.8 円 平均 =124.52円
☆ディーラー発行カード 132.8〜115.8 円 平均 =121.56円

　
大
会
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、
規
制
緩
和
の
見
直
し
促

進
や
普
通
免
許
で
運
転
で
き

る
車
両
総
重
量
の
範
囲
拡

大
、
高
速
道
路
通
行
料
金
の

引
き
下
げ
、
適
正
運
賃
収

受
、
軽
油
引
取
税
・
当
分
の

間
税
率
の
廃
止
、
お
よ
び
軽

油
高
騰
対
策
の
推
進
な
ど
︱

︱
10
項
目
を
掲
げ
て
開
催
。

　
大
髙
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

　
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
会
長
・
大
髙
一
夫
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
）は
９
月
12

日
、横
浜
市
の
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
第
58
回
事
業
者
大
会
を
開
催
し
、

関
東
１
都
７
県
か
ら
約
４
５
０
人
が
参
加
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
髙
会
長

は
、
最
近
の
燃
料
価
格
高
騰
・
高
止
ま
り
で「
業
界
は
今
ま
さ
に
事
業
存
廃
の
危

機
」と
し
、国
に
緊
急
対
策
を
強
く
求
め
て
い
く
考
え
を
強
調
。
ま
た
、中
型
免
許

問
題
に
言
及
し
、警
察
庁
に
有
識
者
検
討
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、制
度

見
直
し
が「
公
式
的
に
、本
格
的
な
動
き
に
な
っ
て
い
る
」と
期
待
感
を
示
し
た
。

ま
ず
２
０
２
０
年
五
輪
の
東

京
開
催
決
定
に
触
れ
、「
業

界
に
と
っ
て
も
大
い
に
希
望

の
も
て
る
、
明
る
い
状
況
が

期
待
で
き
る
と
思
う
」
と
し

な
が
ら
、
現
下
の
燃
料
高
騰

に
強
い
危
機
感
を
示
し
た
。

　
国
で
は
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
導
入
促
進
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

　
警
察
庁
は
、
中
型
免
許
な

ど
ト
ラ
ッ
ク
関
係
免
許
制
度

の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
、

「
貨
物
自
動
車
に
係
る
運
転

免
許
制
度
の
在
り
方
に
関
す

る
有
識
者
検
討
会
」
を
設
置

し
、
９
月
26
日
に
第
１
回
検

討
会
を
開
催
す
る
。
中
型
免

許
が
導
入
さ
れ
て
６
年
を
経

過
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
中
型
免
許

導
入
後
の
安
全
面
で
の
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
車

両
総
重
量
な
ど
に
応
じ
て
必

要
と
さ
れ
る
運
転
技
能
な
ど

を
把
握
し
て
、
貨
物
自
動
車

を
め
ぐ
る
免
許
制
度
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
安
全

で
、
か
つ
国
内
で
運
転
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
実
態
に
即

し
た
免
許
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
方
針
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
れ
に
伴
い
、
全
会
員
事
業

者
を
対
象
に
「
中
型
免
許
制

度
の
見
直
し
に
係
る
緊
急
実

態
調
査
」
を
実
施
す
る
。
調

査
票
は
全
ト
協
機
関
紙
「
広

報
と
ら
っ
く
」
10
月
１
日
号

に
同
封
し
て
配
布
。
回
収
期

限
は
10
月
15
日
。

　
国
土
交
通
省
の
指
導
に
よ

り
、
中
型
免
許
を
め
ぐ
る
問

題
点
な
ど
を
把
握
す
る
た
め

実
施
す
る
も
の
。
免
許
制
度

改
正
に
向
け
て
重
要
な
デ
ー

タ
に
な
る
た
め
、
期
限
ま
で

に
必
ず
回
答
す
る
よ
う
協
力

要
請
し
て
い
る
。

（
関
連
記
事
３
面
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
13
日
、
最
近
の
燃
料
価

格
高
騰
・
高
止
ま
り
で
事
業

存
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、星
野
良
三
会
長

を
本
部
長
と
す
る
「
燃
料
高

騰
対
策
本
部
」（
中
央
本
部
）

を
設
置
し
た
。

　
燃
料
高
騰
に
対
処
す
る
た

め
の
施
策
を
迅
速
・
的
確
に

実
施
す
る
た
め
で
、
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
も
対

策
本
部（
地
方
本
部
・
本
部

長
は
各
協
会
長
）を
設
置
し
て

対
策
推
進
に
当
た
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
促
進
の
た

め
の
施
策
や
燃
料
高
騰
に
対

処
す
る
た
め
の
補
助
金
の
創

設
、
軽
油
引
取
税
の
減
税
な

ど
の
実
現
に
向
け
て
、
強
力

に
要
望
活
動
を
展
開
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
９
月
13
日

か
ら
12
月
末（
予
定
）に
か
け

て「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導

協
力
を
得
る
た
め
の
ラ
ジ
オ

番
組
や
Ｃ
Ｍ
を
放
送
し
、全

国
紙
に
意
見
広
告
を
掲
載
す

る
な
ど
、広
報
活
動
を
強
力

に
展
開
す
る
。

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
17
日
、
東
京
都
議
会
警

察
・
消
防
委
員
会
の
崎
山
知

尚
委
員
長
と
服
部
ゆ
く
お
副

委
員
長
に
対
し
、
駐
車
対
策

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
、
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
対

す
る
駐
車
規
制
の
緩
和
な
ど

井
康
之
会
長
が
議
長
を
務
め
、

ま
ず
昨
年
の
大
会
結
果
と
要

望
活
動
に
つ
い
て
報
告
。
こ

の
後
、
事
業
者
代
表
の
発
表

が
行
わ
れ
、
東
ト
協
の
彦
田

昌
昭
副
会
長（
環
境
委
員
長
）

が
「
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か
ら
進
め

る
経
営
改
善
」
と
し
て
、
国

内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
。
ま
た
、
栃
木
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
松
崎
和
夫
理

事
が
「
荷
主
企
業
と
一
体
と

な
っ
た
労
務
改
善
の
取
り
組

み
」
に
関
し
て
報
告
し
た
。

　
大
会
で
は
急
き
ょ
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
細
野
高

弘
専
務
理
事
が
、
中
型
免
許

問
題
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
説

明
し
、
調
査
へ
の
協
力
を
要

請
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
東
京
都

市
大
学
環
境
情
報
学
部
の
涌

井
雅
之
教
授
が
「
環
境
革
命

の
時
代
に
、
こ
れ
か
ら
の
街

づ
く
り
を
考
え
る
」
と
題
し

て
記
念
講
演
し
た
。

　
こ
の
後
、
神
ト
協
の
木
村

亮
一
青
年
部
会
長
が
、
燃
料

高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

に
対
処
し
な
が
ら
「
法
令
遵

守
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心

で
環
境
に
優
し
い
輸
送
に
努

め
る
」
旨
の
大
会
宣
言
を
読

み
上
げ
、
採
択
し
た
。

　
な
お
、
来
賓
と
し
て
関
東

運
輸
局
の
原
喜
信
局
長
ら
関

係
行
政
の
代
表
、
お
よ
び
全

ト
協
の
星
野
良
三
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

（
大
髙
会
長
・
来
賓
あ
い

さ
つ
、
大
会
宣
言
な
ど
は

５
面
）

「
実
効
が
上
が
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
」
と
し
、
軽
油

引
取
税
の
緊
急
減
税
や
燃
料

費
を
補
填
す
る
補
助
金
創
設

な
ど
の
実
現
に
向
け
、
強
力

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く

方
針
を
強
調
し
た
。

　
ま
た
中
型
免
許
問
題
に
関

し
て
、
古
屋
圭
司
国
家
公
安

委
員
長
が
有
識
者
検
討
会
を

設
け
て
「
18
歳
で
中
型
免
許

を
取
得
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
着
手
す
る
」
方
針
を
示

し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
引
き

続
き
「
業
界
が
一
致
結
束
し

て
声
を
上
げ
、
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
大
会
で
は
、
開
催
地
の
神

奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
筒

を
要
望
し
た
。

　
輸
送
委
員
長
の

天
野
智
義
副
会
長

や
崎
山
委
員
長
の

選
挙
区
・
荒
川
支

部
の
熊
井
昌
一
郎

副
支
部
長
ら
が
都

議
会
を
訪
れ
、要

望
し
た
も
の
だ
。

　
東
ト
協
で
は
、駐

車
規
制
の
強
化
で

集
配
業
務
に
支
障

を
来
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
か
ね
て

駐
車
規
制
の
緩
和

区
間
拡
大
や
、
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に

対
す
る
駐
車
取
り
締
ま
り
の

適
用
除
外
、
駐
車
・
荷
捌
き

施
設
の
整
備
推
進
な
ど
を
要

望
し
て
き
た
。

　
同
日
は
、
天
野
副
会
長
が

「
年
間
で
60
回
も
取
り
締
ま

り
を
受
け
た
事
業
者
も
あ
る
」

「
運
転
者
は
絶
え
ず
取
り
締

ま
り
を
気
に
し
な
が
ら
、
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
」
と
窮
状
を
説
明
し
、

駐
車
規
制
や
監
視
員
の
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
な

ど
を
訴
え
た
。

　
崎
山
委
員
長
は
「
地
元
か

ら
も
死
活
問
題
と
聞
い
て
い

る
」
と
理
解
を
示
し
、
服
部

副
委
員
長
も
規
制
や
取
り
締

ま
り
方
法
の
見
直
し
と
と
も

に
、
駐
車
・
荷
捌
き
施
設
整

備
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

入
促
進
運
動
」を
展

開
。
新
た
に
製
作
し

た
国
土
交
通
省
・
経

済
産
業
省
と
連
名
の

チ
ラ
シ
「
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
導
入
検
討

の
お
願
い
」（
本
号
に

同
封
）を
活
用
し
て
、

荷
主
団
体
や
主
要
企

業
な
ど
に
対
し
て
協

力
要
請
す
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
設
置
や
、
全
国

各
地
で
導
入
促
進
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る

予
定
。

　
さ
ら
に
、中
央
近
代
化
基
金

「
燃
料
高
騰
対
策
特
別
融
資
」

に
よ
り
、
最
新
の
燃
費
基
準

を
達
成
し
た
環
境
規
制
適
合

車
の
導
入
支
援
な
ど
を
行
う
。

　

こ
の
ほ
か
、燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
導
入
に
広
く
理
解
と

第58回  関ト協事業者大会運
転
免
許
制
度
見
直
し
へ

               

９
月
26
日  

有
識
者
検
討
会

燃
料
高
騰
対
策
本
部
を
設
置

警 察 庁

崎山都議会警察・
消防委員長に要望

東  ト  協

全 ト 協

駐車規制見直しを

サーチャージ導入促進運動を展開

全
ト
協
が
緊
急
調
査

回
収
期
限
10
月
15
日

軽油高騰で「事業存廃の危機」

あ
い
さ
つ
す
る
大
髙
会
長

崎
山
委
員
長（
右
か
ら
２
人
目
）、服
部
副
委
員

長（
右
端
）に
要
望
書
を
手
渡
す
天
野
副
会
長

（
左
か
ら
２
人
目
）と
熊
井
副
支
部
長（
左
端
）

2013年（平成25年）
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

９
月
13
日
、
燃
料
高
騰
対
策

本
部
を
設
置
し
た
。
高
止
ま

り
状
態
に
あ
っ
た
軽
油
価
格

が
再
び
上
昇
し
、
こ
れ
に
伴

う
燃
料
費
の
大
幅
な
増
加
が

事
業
経
営
を
直
撃
し
て
い
る

か
ら
だ
。

　
全
ト
協
は
８
月
下
旬
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
燃
料
高
騰

問
題
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
た
が
、
そ
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
軽
油
価
格
は
こ
の

４
年
余
の
間
に
１
ℓ
約
40
円

も
上
が
り
、
業
界
全
体
の
負

担
増
は
年
間
で
６
７
０
０
億

円
近
く
に
及
ぶ
と
い
う
。

　
も
と
も
と
利
益
率
が
低
い

業
界
で
あ
り
、
赤
字
企
業
の

割
合
が
６
割
に
も
の
ぼ
る
だ

け
に
、
最
近
の
燃
料
費
の
大

幅
な
増
加
は
、
極
め
て
深
刻

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
全
ト
協
は
今
春
の
価
格
高

騰
を
受
け
て
、

５
月
に
「
燃
料

価
格
高
騰
経
営

危
機
突
破
全
国

総
決
起
大
会
」

を
開
催
し
、
軽
油
引
取
税
の

緊
急
減
税
や
、
増
大
す
る
燃

料
費
を
補
填
す
る
補
助
金
創

設
な
ど
の
緊
急
対
策
を
訴
え

た
。

　
自
民
党
本
部
で
開
催
さ
れ

た
決
起
大
会
に
は
、
同
党
の

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連

盟
の
国
会
議
員
や
、
国
土
交

通
・
経
済
産
業
各
副
大
臣
ら

が
出
席
し
、
７
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
後
に
、
具
体
的
な

対
策
措
置
を
検
討
す
る
旨
表

明
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
選
挙
後
約
２
か

月
が
経
過
す
る
が
、
対
策
措

置
に
関
す
る
具
体
的
な
動
き

は
、
依
然
と
し
て
表
面
化
し

て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
、

そ
れ
が
現
状
だ
。

　
決
起
大
会
後
に
は
、国
交・

経
産
各
副
大
臣
が
日
本
経
済

団
体
連
合
会
や
日
本
商
工
会

議
所
に
対
し
、
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
高
騰
分

の
運
賃
転
嫁
に
つ
い
て
協
力

要
請
し
た
が
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
指
摘
す

る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
３
月
に
か
け
て
上
昇
し
た

軽
油
価
格
は
、
そ
の
後
や
や

値
下
が
り
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
業
界
が
要
望
し
て
い
た

高
騰
対
策
も
、
結
局
は
う
や

む
や
に
な
っ
た
感
が
否
め
な

い
。
そ
う
し
た
思
い
を
抱
い

て
い
る
事
業
者
が
、
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
軽
油
価
格
は
既

に
３
月
の
最
高
値
を
上
回
る

水
準
に
あ
る
。
全
ト
協
が
こ

こ
へ
き
て
燃
料

高
騰
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
た

の
も
こ
の
た
め

で
、
も
は
や
座

視
で
き
な
い
状
況
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
業
界
で
は
早

急
な
緊
急
対
策
を
望
む
声
が

多
く
、
そ
の
実
現
に
「
今
度

こ
そ
」
と
の
思
い
が
強
い
。

　
た
だ
一
方
で
、
今
後
の
対

応
を
め
ぐ
っ
て
は
「
手
詰
ま

り
感
」
が
あ
る
の
は
否
め
な

い
。
決
起
大
会
を
行
い
、
政

府
与
党
に
再
三
、
緊
急
対
策

を
訴
え
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
結
果
が
現
状
で

あ
る
か
ら
だ
。

　
水
面
下
で
は
、
そ
れ
な
り

の
動
き
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
表
面
的
に
は
こ
れ

と
い
っ
た
動
き
は
見
ら
れ
な

い
だ
け
に
、
一
般
の
多
く
の

事
業
者
に
は
そ
う
し
た
思
い

が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

　
対
策
と
し
て
は
、
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
運

賃
転
嫁
が
本
筋
で
、
そ
れ
は

多
く
の
事
業
者
も
認
識
し
て

い
る
は
ず
だ
が
、
問
題
は
そ

の
実
効
性
だ
。
取
引
上
の
力

関
係
か
ら
、
と
り
わ
け
中
小

事
業
者
で
は
、
そ
う
は
で
き

な
い
難
し
さ
が
あ
る
の
が
実

状
だ
。

　
こ
う
し
た
中
小
事
業
者
が

直
面
す
る
現
実
や
思
い
を
踏

ま
え
て
、
政
府
与
党
が
ど
う

対
応
す
る
の
か
。
業
界
の
運

賃
転
嫁
へ
の
取
り
組
み
と
あ

わ
せ
て
、
今
後
の
対
応
が
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。   

（
Ｙ
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
９
日
、
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
お
よ
び
自
民
党
の
野

田
毅
税
制
調
査
会
長
に
対
し

て
、
軽
油
価
格
高
騰
対
策
や

高
速
道
路
料
金
の
引
き
下
げ

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
同
日
は
星
野
良
三
会
長
を

は
じ
め
坂
本
克
已
副
会
長
、

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

筒
井
康
之
会
長
ら
が
訪
問

し
、
厳
し
い
事
業
環
境
下
に

あ
る
業
界
の
実
状
を
訴
え
、

要
望
し
た
も
の
だ
。

　

軽
油
高
騰
対
策
と
し
て

は
、
①
燃
料
高
騰
対
策
補
助

金
な
ど
の
創
設
②
燃
料
高
騰

分
の
価
格
転
嫁
の
た
め
の
対

策
拡
充
（
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
導
入
促
進
策
の
一
層
の
推

進
や
、
荷
主
関
係
団
体
へ
の

強
力
な
要
請
）
③
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
対
策
の
強
化
（
軽
油

価
格
監
視
の
徹
底
な
ど
）
④

軽
油
引
取
税
の
旧
暫
定
税
率

の
廃
止
ま
た
は
一
時
凍
結
︱
︱

を
要
望
。

　

高
速
料
金
に
つ

い
て
は
、
終
日
基

本
料
金
の
半
額
化

お
よ
び
大
口
・
多

頻
度
割
引
の
拡
充

に
よ
り
、
実
質
割

引
率
を
現
在
の
50

％
か
ら
70
％
に
引

き
上
げ
る
よ
う
要

望
し
た
。
こ
の
た

め
、
自
動
車
重
量

　
全
ト
協
は
燃
料
高
騰
対
策

の
一
環
と
し
て
、
平
成
25
年

度
「
自
家
用
燃
料
供
給
施
設

整
備
支
援
助
成
事
業
」
の
特

別
募
集
を
行
う
。
公
募
期
間

は
10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
。

助
成
予
算
額
は
８
０
０
０
万

円
。

　
会
員
事
業
者
お
よ
び
協
同

税（
約
６
５
０
０
億
円
）を
割

引
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
た
。

　
ま
た
、石
油
石
炭
税
の
「
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
課

税
特
例
」
に
つ
い
て
、
内
航

船
や
鉄
道
な
ど
に
適
用
さ
れ

て
い
る
還
付
措
置
を
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
に
対
し
て
も

適
用
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

組
合
・
連
合
会
が
対
象
で
、

助
成
要
件
は
軽
油
専
用
タ
ン

ク（
埋
設
型
）設
置
に
伴
う
燃

料
供
給
施
設
の
新
設
・
増

設
、
ま
た
は
増
設
に
伴
う
代

替
を
行
い
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
今
年
度
末
ま
で
に

各
市
町
村
（
各
市
町
村
地
区

消
防
組
合
な
ど
）
か
ら
、
危

険
物
取
扱
所
の
完
成
検
査
済

証
の
交
付
を
受
け
る
施
設
。

　
助
成
額
は
軽
油
供
給
施
設

の
新
設（
１
か
所
分
の
み
）１

０
０
万
円
、
軽
油
専
用
タ
ン

ク
の
増
設
・
増
設
に
伴
う
代

替
30
万
円
。

　
申
し
込
み
は
申
請
書
類
を

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
企
画

課
（
〒
１
６
０
︱
０
０
０
４

新
宿
区
四
谷
３
の
１
の
８
）

へ
持
ち
込
み
、
も
し
く
は
郵

送
で
提
出
す
る
。
提
出
前
に

必
ず
東
ト
協
企
画
課
に
連
絡

す
る
こ
と
。

　
な
お
、助
成
金
申
請
書
（
様

式
１
）、
お
よ
び
添
付
書
類

の
う
ち
緊
急
時
に
お
け
る
軽

油
供
給
対
応
に
係
る
誓
約
書

（
様
式
４
）は
、
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
企
画
課（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５

３
）。
祝
日
を
除
く
月
曜
～

金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く
）。　

　
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振

興
セ
ン
タ
ー
は
「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」（
10
月
９
日
）を
含
む

10
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の

３
日
間
、「
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
く
と
く
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

　
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」の
10

（
と
）月
９（
く
）日
に
、
ち
な

ん
だ
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
、
全
国
各

地
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
）お
よ
び

Ｔ
Ｓ
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
食

堂
・
宿
泊
・
入

浴
施
設
な
ど
の

利
用
促
進
を
目

的
に
、
初
の
試

み
と
し
て
実
施

す
る
も
の
。

　
現
在
、
Ｔ
Ｓ
は
全
国
の
主

要
な
国
道
沿
い
に
39
か
所
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
う

ち
31
か
所
の
Ｔ
Ｓ
お
よ
び

「
道
後
や
す
ら
ぎ
荘
」
が
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
。
各
Ｔ
Ｓ

テ
ナ
ン
ト
と
共
同
で
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
特

別
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
す

る
。
具
体
的
に
は
、

「
１
０
０
０
円
食
べ

放
題
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
」

（
東
神
Ｔ
Ｓ
）や
定
食

半
額
サ
ー
ビ
ス
、
１

０
０
円
カ
レ
ー
の
提

供
の
ほ
か
、
食
堂
利

用
者
に
は
ド
リ
ン
ク

無
料
や
入
浴
料
１
０

０
円
引
き
と
い
っ
た

各
種
の
特
別
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
さ
れ
る
。

　
な
お
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
参
加
Ｔ
Ｓ
は
次
の
と
お

り
。

　
札
幌
▽
苫
小
牧
▽
仙
台
▽

酒
田
▽
福
島
▽
茨
城
▽
矢
板

▽
大
宮
▽
東
神
▽
金
沢
▽
軽

井
沢
▽
浜
松
▽
安
城
▽
名
古

屋
▽
亀
山
▽
彦
根
▽
大
阪
▽

神
戸
▽
奈
良
・
針
▽
米
子
▽

浜
田
▽
尾
道
▽
三
次
▽
防
府

▽
徳
島
▽
鳥
栖
▽
諫
早
▽
熊

本
▽
大
分
▽
宮
崎
▽
鹿
児
島

運
賃
転
嫁
に
は
荷
主
の﹁
壁
﹂が
…

﹁
今
度
こ
そ
﹂早
急
な
支
援
策
を

問
わ
れ
る
燃
料
高
騰
対
策

全 ト 協

菅
官
房
長
官
な
ど
へ

軽
油
高
騰
対
策
を
要
望

 

軽
油
供
給
施
設
助
成

          

10
月
に
特
別
募
集

全 ト 協

貨物自動車運送事業振興センター

ＴＳの利用促進へ
「とくとくキャンペーン」

10 月８～ 10 日の３日間

菅
官
房
長
官
に
要
望
す
る
星
野
会
長
㊧
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　中型免許問題が動き始めた。警察庁は９月26
日、「貨物自動車に係る運転免許制度の在り方に
関する有識者検討会」を設置し、初会合を開く。
18 歳の高校新卒者が２トン車（積載量）を運転で
きないケースが増えており、トラック業界などが
見直しを求めていたことに応じたもので、同庁は
来春にも結論を得たい考え。一方、全日本トラッ
ク協会は、同検討会のヒアリングに備え、全会員
事業者約５万社を対象とした大規模な緊急実態
調査を実施し、免許制度が若年者雇用に与えてい
る影響などを正確に把握する方針だ。

　

警
察
庁
に
よ
る
有
識
者

検
討
会
の
設
置
は
去
る
８

月
21
日
、
古
屋
圭
司
国
家

公
安
委
員
長
が
全
ト
協
の

星
野
良
三
会
長
に
対
し
て

伝
え
て
い
た
も
の
で
、
古

屋
委
員
長
は
、
ト
ラ
ッ
ク

業
界
や
全
国
高
等
学
校
長

協
会
な
ど
か
ら
も
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
制
度
改
正

に
向
け
て
検
討
を
行
う
考

え
を
表
明
し
た
と
い
う
。

　

中
型
免
許
を
め
ぐ
っ
て

は
、
宅
配
便
の
集
配
や
コ

ン
ビ
ニ
ル
ー
ト
配
送
な
ど

で
多
く
使
わ
れ
る
２
㌧
車

の
車
両
総
重
量
が
、
保
冷

設
備
な
ど
の
架
装
に
よ
り

５
㌧
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
お
り
、
高
校
新
卒

者
が
総
重
量
５
㌧
未
満
の

車
両
し
か
運
転
で
き
な
い

普
通
免
許
を
取
得
し
て
も

２
㌧
車
に
乗
務
で
き
な

い
、
と
い
う
問
題
が
起
き

て
い
る
。

　

総
重
量
５
㌧
以
上
の
車

両
を
運
転
す
る
た
め
に
は
、

中
型
免
許
の
取
得
が
必
要

と
な
る
が
、
中
型
免
許
は

年
齢
が
20
歳
以
上
で
、
２

年
以
上
の
運
転
経
験
が
な

け
れ
ば
受
験
で
き
な
い
た

め
だ
。

　

こ
の
た
め
全
ト
協
、
日

本
商
工
会
議
所
、
全
国
高

校
長
協
会
な
ど
は
、
普
通

免
許
で
運
転
で
き
る
車
両

総
重
量
の
上
限
を
、現
在

の
５
㌧
か
ら
６・
５
㌧
に

引
き
上
げ
る
よ
う
、
警
察

庁
に
要
望
し
て
い
た
。

　

な
か
で
も
全
国
高
校
長

協
会
は
、
今
年
５
月
に
古

屋
委
員
長
に
提
出
し
た
要

望
書
の
中
で
「
一
部
企
業

で
は
、高
校
新
卒
者
の
採

用
を
控
え
る
動
き
が
あ

り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
求

人
を
出
し
て
い
た
大
手
物

流
企
業
で
も
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
採

用
を
見
送
っ
た
り
、
新
卒

者
を
荷
役
や
倉
庫
業
務
に

配
置
す
る
動
き
も
見
ら
れ

る
」
と
指
摘
。「
こ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、
多
く

の
高
校
生
が
目
的
意
識
を

失
っ
た
り
、
中
途
退
学
や

非
行
問
題
な
ど
、
学
校
教

育
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
」
と
制
度

の
見
直
し
を
強
く
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
警
察
庁

の
回
答
は
、
普
通
免
許
の

運
転
可
能
範
囲
の
拡
大
で

は
な
く
、
中
型
免
許
の
取

得
可
能
な
年
齢
の
引
き
下

げ
と
い
う
方
向
に
な
り
そ

う
だ
。

　
警
察
庁
の
検
討
会
で
は
、

年
内
に
も
全
ト
協
や
全
国

高
校
長
協
会
か
ら
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
予
定
。
全

ト
協
で
は
こ
れ
に
備
え
て
、

全
事
業
者
約
５
万
社
に
対

す
る
緊
急
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
全
事
業

者
に
対
す
る
調
査
は
極
め

て
異
例
で
、
全
ト
協
始
ま

っ
て
以
来
の
こ
と
だ
。

　

調
査
で
は
、
現
在
の
運

転
免
許
制
度
が
、
高
校
新

卒
者
の
採
用
に
影
響
し
て

い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
聞
く
予
定
。
業
界
の

将
来
の
人
材
確
保
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
全
ト
協

で
は
調
査
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

特
に
東
京
で
は
、
全
国

の
２
㌧
車
の
12
％
が
集
中

す
る
、
最
も
２
㌧
車
保
有

率
が
高
い
地
域
で
あ
り
、

切
実
な
問
題
意
識
を
調
査

結
果
に
反
映
さ
せ
た
い
と

こ
ろ
だ
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

                   

伊
集
院　

豪
）

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

お
け
る
参
入
時
基
準
を
強
化

し
、
資
金
計
画
や
損
害
賠
償

能
力
に
関
す
る
許
可
基
準
を

引
き
上
げ
る
方
針
だ
。

　
こ
れ
に
伴
い
、「
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
及
び
特
定

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許

可
及
び
事
業
計
画
変
更
認
可

申
請
等
の
処
理
に
つ
い
て
」

な
ど
関
係
通
達
の
一
部
改
正

案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
実

施
し
て
い
る（
10
月
２
日
ま

で
）。

　
資
金
計
画
に
関
し
て
は
、

自
己
資
金
は
所
要
資
金
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
以

上
と
し
て
い
た
が
、
所
要
資

金
全
額
を
確
保
す
る
よ
う
基

準
を
引
き
上
げ
る
。

　
ま
た
「
車
両
費
及
び
施
設

購
入
・
使
用
料
」
の
項
目
に

つ
い
て
は
従
来
、
保
有
す
べ

き
リ
ー
ス
料
な
ど
を
「
１
ケ

年
分
の
半
額
以
上
」
と
し
て

い
た
が
、「
６
ケ
月
分
全
額
」

と
す
る
。
資
金
調
達
方
法
に

つ
い
て
は
、
法
人
は
貸
借
対

照
表
上
の「
資
産
の
部
」
の

「
流
動
資
産
」（
原
則
と
し
て

預
貯
金
）で
審
査
す
る
。

　
損
害
賠
償
能
力
に
関
し
て

は
、
加
入
す
べ
き
任
意
保
険

な
ど
の
保
険
金
額
を
、
従
来

の
被
害
者
１
人
に
つ
き
保
険

金
額
５
千
万
円
以
上
か
ら
無

制
限
に
引
き
上
げ
る
。

　
改
正
通
達
は
10
月
に
公
布

し
、
12
月
に
施
行
す
る
予
定
。

　

な
お
、「
ト
ラ
ッ
ク
産
業

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
は

９
月
10
日
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
受
委
託
点

呼
（
共
同
点
呼
）
の
「
モ
デ

ル
契
約
書
」
な
ど
を
作
成
・

公
表
し
た
。

　
自
動
車
局
長
通
達
「
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
輸

送
の
安
全
に
関
す
る
業
務
の

管
理
の
受
委
託
に
つ
い
て
」

（
７
月
30
日
付
）
に
よ
り
、

新
た
に
共
同
点
呼
制
度
を
導

入
し
、
11
月
１
日
か
ら
運
用

を
開
始
す
る
。

　
共
同
点
呼
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
確
実
な
点
呼
実
施

を
担
保
す
る
た
め
、
受
託
・

委
託
者
間
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
お

り
、
許
可
申
請
時
に
契
約
書

日 通 総 研

改訂・貨物輸送見通し
　日通総合研究所の「2013年度の経済
と貨物輸送の見通し」（９月改訂）による
と、国内貨物総輸送量は48億7,300万
トンで前年度比1. 2％増と２年ぶりに
増加に転じる見通し。伸び率は６月改訂
見通し（0.3％増）をやや上方修正。
　来年度からの消費税増税を見込んだ駆
け込み需要が期待できる上、生産関連貨
物がプラスに転じ、消費関連貨物もプラ
スを維持する見通し。
　自動車輸送量は44億 5,100万トンで
同１.０％増の見込み。このうち営業用は
消費・生産・建設関連貨物のいずれも増
加が期待できることから、31億 800万ト
ンで同2.1％増と予測した。

の
写
し
や
管
理
の
実
施
方
法

の
細
目
を
記
載
し
た
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
申
請
者
の

利
便
や
許
可
事
務
処
理
の
迅

速
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
今

回
「
モ
デ
ル
契
約
書
」
と
と

も
に
「
モ
デ
ル
管
理
の
実
施

方
法
の
細
目
」、
お
よ
び
実

施
体
制
や
要
件
の
適
合
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
自
己
点
検

表
」
を
公
表
し
た
も
の
だ
。

　
「
モ
デ
ル
契
約
書
」
で
は

業
務
の
範
囲
や
事
故
発
生
時

の
責
任
、
委
託
料
、
受
委
託

点
呼
実
施
者
・
場
所
な
ど
、

具
体
的
な
契
約
事
項
の
様
式

を
提
示
し
て
い
る
。

　
な
お
「
モ
デ
ル
契
約
書
」

な
ど
は
、
同
日
付
で
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
日
本
貨
物

運
送
協
同
組
合
連
合
会
に
通

知
し
た
。

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る

検
討
会
」
の
「
ト
ラ
ッ
ク
産

業
に
係
る
取
組
作
業
部
会
」

で
、
参
入
時
基
準
の
強
化
に

向
け
た
具
体
的
措
置
を
検
討

し
て
い
た
も
の
だ
。

　
平
成
25
年
度
の
東
京
都
最

低
賃
金
が
、
時
間
額
８
６
９

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
現

行
の
８
５
０
円
よ
り
19
円

（
２
・
24
％
）の
引
き
上
げ
。

東
京
労
働
局
長
は
９
月
19
日

付
で
官
報
公
示
を
行
っ
た
。

10
月
19
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
が
８
月
22
日
、
東
京
労
働

局
長
に
対
し
て
８
６
９
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
適
当
と

答
申
し
て
い
た
も
の
。

　
東
京
都
最
低
賃
金
は
、
生

活
保
護
水
準
の
最
新
デ
ー
タ

（
23
年
度
）を
下
回
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
引
き
上
げ
に

よ
り
、そ
の
乖
離
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
東
京

都
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
法
第

４
条
違
反
と
し
て
、
罰
則
の

対
象
と
な
る
。

　

な
お
、東
京
労
働
局
で
は
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響

を
受
け
る
中
小
企
業
に
対
す

る
支
援
事
業
と
し
て
、
各
種

経
営
・
労
務
管
理
上
の
問
題

に
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
無
料

相
談
に
応
じ
る
「
東
京
都
最

低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
☎
03
・
３
５
４
３
・

６
３
２
６
）を
開
設
し
て
い

る
。

共同点呼制度の運用へ
「モデル契約書」作成

ト
ラ
ッ
ク
参
入
基
準
強
化
へ

         

所
要
資
金
額
な
ど
引
き
上
げ

東
京
都
最
低
賃
金

 

19
円
ア
ッ
プ
の
８
６
９
円
に

営
業
用
自
動
車
２
・
１
％
増

警 察 庁 が 有 識 者 検 討 会 設 置

全 ト 協、 会 員 に 緊 急 実 態 調 査

中
型
運
転
免
許
見
直
し
へ

国 交 省
自 動 車 局

国 交 省
自動車局

（３） 第1040号経 営 ２０13年（平成25年）９月25日



１
日　
九
都
県
市
合
同
防
災

訓
練（
千
葉
市
、
横
浜
市
、

さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
）

２
日　
事
務
局
部
長
会
▽
東

京
都
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン

グ（
～
３
日
）▽
サ
ポ
ー
ト

事
業
▽
関
ト
協
海
上
コ
ン

テ
ナ
部
会
正
副
部
会
長
・

監
事
合
同
会
議

３
日　
事
故
防
止
委
員
会
正

副
委
員
長
会
議
▽
同
委
員

会
４
日　
広
報
委
員
会
▽
物
流

経
営
士
課
程
修
了
式
▽
同

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
▽
青
年

部
正
副
本
部
長
会
▽
同
幹

事
会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業
▽

街
頭
検
査

５
日　
女
性
部
幹
事
会
▽
引

越
専
門
部
会
正
副
部
会
長

　
・
顧
問
及
び
二
委
員
会
合

同
会
議

６
日　
正
副
会
長
会
議
▽
サ

１
日
㈫　
14
時
＝
適
正
化
事

業
指
導
委
員
会（
東
ト
総

合
会
館
）

４
日
㈮　
10
時
30
分
＝
鉄
鋼

専
門
部
会
役
員
会（
東
ト

総
合
会
館
）▼
13
時
＝
同

部
会
安
全
環
境
委
員
会

（
同
）

５
日
㈯　
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

本
部
イ
ベ
ン
ト（
ら
ら
ぽ

ー
と
豊
洲
、～
６
日
）

６
日
㈰　
８
時
50
分
集
合
＝

女
性
部
交
通
遺
児
援
助
活

動（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
）

８
日
㈫　
10
時
＝
パ
ソ
コ
ン

セ
ミ
ナ
ー
Ａ
日
程（
東
ト

総
合
会
館
、～
９
日
）▼
正

午
＝
重
量
品
専
門
部
会
委

員
会（
同
）　

９
日
㈬　
13
時
＝
全
国
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

　
本
田　

康
貴
氏
（
金
重
運

送
代
表
取
締
役
・
北
支
部
）

９
月
11
日
に
死
去
、
59
歳
。

通
夜
は
９
月
17
日
、
告
別
式

は
同
18
日
に
い
ず
れ
も
板
橋

区
の
戸
田
葬
祭
場
新
館
で
。

喪
主
は
妻
・
美
智
代
さ
ん
。

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広

報
委
員
会
（
結
城
幸
彦
委
員

長
）
は
９
月
４
日
、
東
ト
総

合
会
館
で
平
成
25
年
度
第
２

回
委
員
会
を
開
催
し
、
今
年

て
一
般
紙
へ
の
広
告
掲
載
に

加
え
、
新
た
に
電
車
内
広
告

（
窓
上
）や
シ
ネ
ア
ド（
映
画

館
で
Ｃ
Ｍ
放
映
）を
活
用
し

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

広
告
デ
ザ
イ
ン
は
「
走

れ
、
景
気
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
メ
ー
ン
に
、
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
景
気
回
復
を

後
押
し
し
て
い
る
こ
と
を
表

現
し
た
も
の
に
決
定
。

　
新
聞
広
告（
全
５
段
）は
10

月
上
旬
に
読
売（
２
日
）・
朝

日・
毎
日
新
聞（
い
ず
れ
も
５

日
）の
各
全
国
紙
の
ほ
か
、日

刊
工
業
新
聞（
４
日
）、東
京

新
聞（
５
日
）の
各
都
内
・
多

摩
版
に
掲
載
予
定
。

　
電
車
内
広
告
は
東
京
メ
ト

ロ
の
有
楽
町
・
副
都
心
線（
９

月
27
日
～
10
月
10
日
）の
ほ

か
、
新
交
通
ゆ
り
か
も
め（
９

月
30
日
～
10
月
13
日
）
に
掲

出
。ま
た
シ
ネ
ア
ド
は
、
都

内
８
か
所
の
映
画
館
で
30
秒

Ｃ
Ｍ
を
放
映（
10
月
５
～
11

日
）す
る
予
定
。

　
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｓ
放
送
の
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
番
組
「
賢
者
の

選
択
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
」
で
、

業
界
の
役
割
や
東
ト
協
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
映

像（
４
分
半
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
）

を
制
作
・
放
映
す
る
。

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
に
次
の
方
々

か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

◇
㈱
オ
ー
タ
カ（
大
髙
一

夫
代
表
取
締
役
会
長
・
杉
並

支
部
）

　

◇
金
方
堂
運
輸
㈱（
松
本

有
司
代
表
取
締
役
・
台
東
支

部
）＝
写
真
は
大
髙
会
長
に

寄
附
金
を
手
渡
す
松
本
氏
㊨

■
９
月
４
日（
水
）

【
千
代
田
支
部

（
平
岡 

祐
介 

支
部
長
）】

　

恒
例
の「
第
22
回
千
代
田

区
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」に

協
賛
。
揃
い
の
帽
子
と
ベ
ス

ト
姿
の
支
部
メ
ン
バ
ー
が
、

会
場
を
訪
れ
た
参
加
者
た
ち

に
支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
や
本
部
制
作
の
ウ

エ
ッ
ト
シ
ー
ト
、お
菓
子
な

ど
が
入
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
事
故
防
止
に
取
り
組
む

緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　東ト協各支部は９月上旬から、各地域のイ
ベントに参加・協賛する形で「トラックの日」
（10 月９日）ＰＲ活動を展開。都民の暮らし
や経済活動を支える営業用トラック（緑ナン
バートラック）の役割をアピールするととも
に、交通安全や環境対策への取り組みを紹
介・ＰＲしている。

【
葛
飾
支
部
】

　
◆
有
限
会
社
鎌
倉
石
橋
商

店
＝
葛
飾
区
鎌
倉
２
の
６
の

４
▽
☎
03
・
３
６
７
２
・
５

３
９
０
▽
一
般
貨
物
（
普
通

車
５
台
）

（
札
幌
ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー

ル
）▼
18
時
＝
同
懇
親
会

（
ロ
イ
ト
ン
札
幌
）

10
日
㈭　
10
時
＝
パ
ソ
コ
ン

セ
ミ
ナ
ー
Ｂ
日
程（
東
ト

総
合
会
館
、～
11
日
）

■
９
月
５
日（
木
）

【
台
東
支
部

（
松
本 

勝
彦 

支
部
長
）】

　
台
東
区
主
催
「
交
通
安
全

区
民
の
つ
ど
い
」に
参
加
。

会
場
の
浅
草
公
会
堂
の
出
口

周
辺
に「
10
月
９
日
は
緑
ナ

ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」と

の
横
断
幕
を
付
け
た
ト
ラ
ッ

ク
や
、
ノ
ボ
リ
旗
を
掲
出
し

て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
。
揃
い

の
帽
子
と
ベ
ス
ト
姿
の
支
部

メ
ン
バ
ー
が
、参
加
者
に
本

部
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
ウ
エ
ッ
ト

シ
ー
ト
な
ど
を
配
布
し
、「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、交
通
安
全
を
呼

び
か
け
た
。

■
９
月
７
日（
土
）

【
杉
並
支
部

（
飯
田  

勇
一 

支
部
長
）︼

　
恒
例
の
井
草
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
井

草
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
に
参

加
。
支
部
テ
ン
ト
に
は
「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

ノ
ボ
リ
旗
を
掲
げ
る
と
と
も

の
「
ト
ラ
ッ
ク
日
」
本
部
イ

ベ
ン
ト
や
広
告
な
ど
に
よ
る

広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

審
議
・
決
定
し
た
。

　
本
部
イ
ベ
ン
ト
は
「
Ｂ
Ｏ

︱
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０

１
３ 

in 

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
」

（
10
月
５
・
６
日
開
催
）に
協

賛
・
ブ
ー
ス
出
展
し
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
す
る
。
あ
わ
せ

に
、
本
部
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
。「
緑
ナ

ン
バ
ー
は
環
境
に
や
さ
し
い

ト
ラ
ッ
ク
で
皆
様
の
生
活
物

資
を
毎
日
運
ん
で
い
ま
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
。
訪
れ
た
人
た

ち
に
、レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
や

ウ
エ
ッ
ト
シ
ー
ト
な
ど
の
ノ

ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
た
。

■
９
月
７
日（
土
）

【
荒
川
支
部

（
岸
澤 

武
春 

支
部
長
）︼

　
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
で
開
催

さ
れ
た
「
荒
川
区
民
交
通
安

全
の
つ
ど
い
」に
協
賛
。会
場

入
口
に
ノ
ボ
リ
旗
や
ポ
ス
タ

ー
を
掲
出
し
て
、参
加
し
た

約
１
千
人
の
区
民
に
「
ト
ラ

ッ
ク
の
日
」を
Ｐ
Ｒ
。
緑
の

た
す
き
姿
の
支
部
メ
ン
バ
ー

が
、
警
視
庁
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ス
コ
ッ
ト
・
ピ
ー
ポ
く
ん
と

　

第
19
回「
交
通
安
全
宣
言

都
市
せ
た
が
や
区
民
の
つ
ど

い
」に
協
賛
。
会
場
の
玉
川

区
民
館
の
入
口
周
辺
に「
10

月
９
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

「
交
通
安
全
無
事
故
世
田
谷
」

と
記
し
た
ノ
ボ
リ
旗
や
、
支

部
活
動
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

を
掲
出
し
、
業
界
の
取
り
組

み
を
ア
ピ
ー
ル
。
揃
い
の
帽

子
と
ベ
ス
ト
姿
の
支
部
メ
ン

バ
ー
が
、
参
加
者
に
本
部
ノ

ベ
ル
テ
ィ
の
ウ
エ
ッ
ト
シ
ー

ト
な
ど
を
配
布
し
た
。

　
今
年
も
「
目
黒
区
民
ま
つ

り（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ま
つ
り
）」に
協

賛
。
台
風
18
号
に
伴
う
風
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
の「
さ
ん
ま
祭
」

に
は
多
く
の
人
が
詰
め
か
け

た
が
、
支
部
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

予
定
し
て
い
た
目
黒
区
民
セ

ン
タ
ー
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
は

急
き
ょ
、取
り
や
め
に
。激
し

い
風
雨
を
押
し
て
、
黒
沼
支

部
長
ら
支
部
会
員
が
参
集
し

た
が
、や
む
な
く
場
所
を
移

し
て
、来
場
者
な
ど
に
ノ
ベ

ル
テ
ィ
を
配
布
し
た
。

ポ
ー
ト
事
業

９
日　
事
務
局
部
長
会
▽
関

東
各
都
県
ト
協
会
長
・
国

交
省
自
動
車
交
通
局
長
訪

問
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
13
日
）

10
日　
総
務
小
委
員
会
▽
取

扱
事
業
・
積
合
専
門
部
会

役
員
会

11
日　
関
ト
協
専
務
理
事
連

絡
会
▽
サ
ポ
ー
ト
事
業
▽

初
任
運
転
者
特
別
講
習

12
日　
関
ト
協
正
副
会
長
・

神
ト
協
副
会
長
・
各
都
県

専
務
理
事
合
同
会
議
▽
同

事
業
者
大
会
▽
海
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会
定
例
業
務

委
員
会

13
日　
サ
ポ
ー
ト
事
業

一
緒
に
参
加
者
た
ち
を
出
迎

え
、本
部
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
ウ

エ
ッ
ト
シ
ー
ト
や
支
部
独
自

の
レ
ン
ジ
対
応
保
存
容
器
が

入
っ
た
紙
袋
を
手
渡
し
た
。

【
10
月
1
～
30
日
】

【
9
月
1
～
15
日
】

広報ＰＲ活動を積極展開

ト
ラ
ッ
ク
の
日 

本
部
イ
ベ
ン
ト

10
月
５
・
６
日  ﹁
ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
﹂

「10月9日」
トラック
の日

各
支
部
の
活
動

 ＢＯ-ＳＡＩ
ＥＸＰＯ2013

協 賛

東 

ト 

協

東ト協の新聞および電車内広告

■
９
月
14
日（
土
）

【
世
田
谷
支
部

（
鈴
木 

敏
明 

支
部
長
）】

■
９
月
15
日（
日
）

【
目
黒
支
部

（
黒
沼 

共
栄 

支
部
長
）】

東 ト 協

広 報 委 員 会

千
代
田
支
部

台
東
支
部

杉
並
支
部

荒
川
支
部

世
田
谷
支
部

目
黒
支
部

第1040号 （４）協 会２０13年（平成25年）９月25日
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私
ど
も
業
界
は
、
今
ま

さ
に
燃
料
価
格
の
高
騰
・

高
止
ま
り
に
よ
り
、
事
業

存
廃
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。

　
現
在
、
国
で
は
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
や
、
荷
主
団
体

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
が
、
実
効
が
上

が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
で
あ
り
、
異
常
な

燃
料
の
高
止
ま
り
が
続
い

て
い
る
中
、
徹
底
し
た
省

エ
ネ
な
ど
必
死
の
自
助
努

力
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。

　
実
運
送
事
業
に
と
っ
て

は
燃
料
は
命
で
あ
り
、
走

れ
ば
走
る
ほ
ど
赤
字
に
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
産
業
経
済
・
国

民
生
活
の
た
め
に

輸
送
を
続
け
て
い

く
に
は
、
現
状
の

国
の
対
応
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
引
き
続
き
強
力
な

要
望
活
動
を
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、
中
型
免
許
問
題

に
つ
い
て
は
、
事
業
経
営

に
及
ぼ
す
影
響
や
問
題
点

な
ど
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
、
普
通
免
許（
の
範

囲
）を
車
両
総
重
量
６・５

㌧
ま
で
へ
の
拡
大
な
ど
を

要
望
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
８
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
常
任
理
事

会
で
、
中
型
免
許
見
直
し

の
動
き
と
し
て
、
古
屋
圭

司
国
家
公
安
委
員
長
か
ら

「
有
識
者
検
討
会
を
設
置

し
て
検
討
の
上
、
法
律
を

改
正
し
て
、
18
歳
で
中
型

免
許
を
取
得
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
着
手
す
る
」

と
の
説
明
が
あ
っ
た
旨
、

報
告
さ
れ
た
。

　
有
識
者
検
討
会
の
立
ち

上
げ
や
法
律
改
正
な
ど
を

考
え
る
と
、
早
急
な
実
現

は
困
難
か
も
し
れ
な
い

が
、
中
型
免
許
制
度
の
見

直
し
が
公
式
的
に
、
本
格

的
な
動
き
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
我
々
が

一
致
結
束
し
て
声
を
上

げ
、
声
を
届
け
て
き
た
一

つ
の
成
果
と
考
え
る
。
今

後
と
も
一
つ
ひ
と
つ
着
実

に
結
果
を
出
し
て
、
前
に

進
ん
で
い
き
た
い
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
運
賃
の
低

下
が
続
き
、
ま
た
輸
送
需

要
の
長
期
的
な
低
迷
と
と

も
に
、
燃
料
高
な
ど
大
変

厳
し
い
状
況
だ
が
、
国
民

生
活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
の
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
の
使
命
を
達
成
す

る
た
め
、
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
安
全
・
環

境
問
題
や
軽
油
価
格
の
高

止
ま
り
な
ど
、
物
流
コ
ス

ト
が
増
大
の
一
途
を
辿
る

厳
し
い
中
、
運
賃
は
慢
性

的
に
改
善
さ
れ
な
い
状
況

に
あ
る
。

　
な
か
で
も
、
中
小
零
細

事
業
者
で
は
６
割
以
上
が

赤
字
に
あ
え
ぎ
、
事
業
存

廃
の
危
機
的
状
況
に
あ

る
。
ま
ず
は
日
々
の
コ
ス

ト
管
理
の
徹
底
な
ど
自
社

の
輸
送
コ
ス
ト
を
的
確
に

把
握
し
て
、
こ
れ
を
運
賃

に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
再

生
産
可
能
な
運
賃
収
受
の

た
め
の
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
さ
ら
に
、
業
界
を
取
り

巻
く
課
題
と
し
て
は
事
故

防
止
の
さ
ら
な
る
徹
底
、

環
境
・
省
エ
ネ
対
策
の
推

進
、高
速
道
路
料
金
問
題
、

駐
車
対
策
、税
制
関
係
な

ど
課
題
山
積
だ
が
、関
東
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
も
こ

れ
ら
課
題
に
し
っ
か
り
対

応
し
、
活
力
あ
る
産
業
と

し
て
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
に
、
業
界
が
一

致
協
力
し
、
一
層
の
努
力

を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

 

大 

会 

宣 

言

　
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
、
国
民
生
活
、
産

業
活
動
を
支
え
る
公
共
的

物
流
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
し
て
、
そ
の
重
要
な
使

命
を
果
た
す
べ
く
日
夜
懸

命
に
努
力
し
て
お
り
、
先

の
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

自
然
災
害
の
際
に
は
、
大

量
の
緊
急
支
援
物
資
を
輸

送
し
、
ま
さ
に
「
ト
ラ
ッ

ク
は
生く

ら
し活
と
経
済
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
規
制

緩
和
以
降
の
新
規
事
業
者

の
増
加
、
長
期
に
亘
る
運

賃
水
準
の
下
落
、
荷
動
き

の
低
迷
、
昨
年
末
以
来
の

ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
等
の
影
響

に
よ
る
燃
料
価
格
の
高
騰

な
ど
の
厳
し
い
経
営
状
況

の
中
、
今
や
多
く
の
事
業

者
が
事
業
存
廃
の
岐
路
に

直
面
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、

安
全
対
策
や
環
境
対
策
へ

の
対
応
、
自
動
車
関
係
諸

税
や
高
速
道
路
料
金
の
高

負
担
、
少
子
高
齢
化
時
代

の
中
で
の
若
年
労
働
者
の

確
保
対
策
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
経
営
の
基
盤
作
り

な
ど
、
多
大
な
経
営
コ
ス

ト
を
負
担
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

恒
常
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

改
め
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

重
要
性
と
必
要
性
を
広
く

国
民
、
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
が
輸

送
の
原
点
で
あ
る
「
安

全
・
安
心
」
を
第
一
義
と

し
て
、
運
送
原
価
意
識
を

強
く
持
ち
、
再
生
産
可
能

な
適
正
運
賃
の
確
保
を
図

り
、
健
全
経
営
を
維
持
す

る
こ
と
が
社
会
の
負
託
に

応
え
、
社
会
と
の
共
生
を

図
る
道
で
あ
る
と
強
く
認

識
し
て
い
る
。

　
我
々
、
八
都
県
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
は
、
関

東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
も
と

に
力
を
結
集
し
、
諸
問
題

を
解
決
し
な
が
ら
法
令
遵

守
を
徹
底
し
、
安
全
・
安

心
で
環
境
に
優
し
い
輸
送

に
努
め
る
こ
と
を
こ
こ
に

宣
言
す
る
。

　
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
９

月
12
日
開
催
し
た
第
58
回
事

業
者
大
会
で
は
、
来
賓
と
し

て
関
東
運
輸
局
の
原
喜
信
局

長
を
は
じ
め
、
神
奈
川
県
の

黒
岩
祐
治
知
事（
代
読
）、
神

奈
川
県
警
察
本
部
の
石
川
正

一
郎
本
部
長
に
代
わ
り
猪
又

博
交
通
部
長
、
神
奈
川
労
働

局
の
久
保
村
日
出
男
局
長
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
星

野
良
三
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

　
原
局
長
は
、
業
界
に
と
っ

て
輸
送
の
安
全
確
保
が
最
大

の
責
務
と
強
調
し
た
上
で
、

当
面
の
業
界
課
題
と
し
て
、特

に
燃
料
高
騰
対
策
に
言
及
。

行
政
と
し
て「
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
の
導
入
に
よ
り
、運
賃

転
嫁
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

後
押
し
を
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

　
ま
た
、
運
送
契
約
の
書
面

化
推
進
に
つ
い
て
、「
実
効

性
の
あ
る
制
度
に
す
べ
く
、

荷
主
の
協
力
を
得
て
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
理
解

を
求
め
た
。

　
続
い
て
、
黒
岩
知
事
の
あ

い
さ
つ
を
県
産
業
労
働
局
の

西
村
明
夫
副
局
長
が
代
読
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

の
一
環
を
成
す「
さ
が
み
縦

貫
道
路
」が
、平
成
26
年
度

中
に
全
線
開
通
す
る
予
定
だ

が
、
県
で
は
こ
れ
に
合
わ
せ

て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
特
区
構
想
を
推
進
し
て

お
り
、
こ
の
「
さ
が
み
縦
貫

道
路
の
完
成
を
機
に
、
一
層

盛
ん
に
な
る
物
流
の
根
幹
を

支
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
猪
又
部
長
は
、
全
国
初
の

事
業
と
し
て
次
世
代
の
交
通

情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
を
進
め

て
い
る
が
、
現
状
よ
り
速
や

か
に
正
確
な
情
報
の
把
握
が

可
能
に
な
り
、「
運
送
業
務

を
行
う
上
で
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
」
と
述
べ
、

あ
わ
せ
て
交
通
安
全
活
動
に

つ
い
て
協
力
を
要
請
し
た
。

　

久
保
村
局
長
は
、「
引
き

続
き
、適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
上
で
、

今
年
度
か
ら
の
第
12
次
労
働

災
害
防
止
計
画
で
は
「
陸
上

貨
物
運
送
事
業
を
重
点
業
種

に
指
定
し
、
24
年
に
比
べ
死

傷
者
数
を
１
割
以
上
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
に
定
め
て

い
る
」
と
し
、
労
災
防
止
の

徹
底
を
求
め
た
。

　
星
野
会
長
は
ま
ず
、
若
年

運
転
者
確
保
の
制
約
要
因
に

な
っ
て
い
る
中
型
免
許
問
題

に
触
れ
、
制
度
改
正
に
向
け

有
識
者
検
討
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
「
雇
用
問
題

の
解
決
の
上
で
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
い
え
る
。

よ
り
良
い
制
度
改
正
を
期
待

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
燃
料
高
騰
問
題
に

つ
い
て
、
補
助
金
制
度
の
創

設
な
ど
国
の
緊
急
対
策
を
求

め
る
と
と
も
に
、
業
界
に
お

い
て
は
「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
導
入
を
進
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
取

り
組
み
強
化
を
訴
え
た
。

　
な
お
、
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
関
ト
協
前
副
会
長

の
横
塚
正
秋
氏
、
同
じ
く
関

谷
忠
泉
氏
、
お
よ
び
前
常
任

理
事
の
無
川
一
男
氏
に
、
大

髙
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

関
ト
協
事
業
者
大
会
で
は
、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
彦

田
昌
昭
副
会
長
（
環
境
委
員

長
）
が
、「
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か

ら
進
め
る
経
営
改
善
～
グ
リ

ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
東
京
都
の
世
界
初
『
貨
物

輸
送
評
価
制
度
』
に
貢
献
」

と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

　
彦
田
副
会
長
は
グ
リ
ー
ン

・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）に
つ
い
て
、
事
故
削
減

や
燃
費
向
上
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
営
改

善
に
つ
な
が

る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
そ
の

意
義
を
強
調

し
、「
走
行
管

理
表
」
に
よ

る
燃
費
管
理
や
、
実
践
的
な

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
つ
い

て
研
修
す
る
少
人
数
制
の
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
そ
の
上
で
、
東
京
都
が
世

界
初
の
「
貨
物
輸
送
評
価
制

度
」
を
構
築
し
た
が
、
こ
れ

は
Ｇ
Ｅ
Ｐ
活
動
で
蓄
積
し
た

燃
費
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
も

の
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
が
同
制
度
の

構
築
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
活
動
に

よ
る
７
年
間
の
成
果
に
つ
い

て
、
燃
料
削
減
量
は
ド
ラ
ム

缶
約
８・
４
万
本
分
で
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
量
は
ス
ギ
の
木
約

３
１
８
万
本
分
の
植
樹
に
相

当
し
、交
通
事
故
も
30
・
３

％
減
少
し
た
と
説
明
。

　
簡
便
な
取
り
組
み
に
よ
り

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
業
界
で
は
Ｇ
Ｅ

Ｐ
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に

水
平
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

し
、「
全
国
で
実
施
す
れ
ば
、

地
球
環
境
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
に
な
る
」と
、積
極
的

な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。

　
彦
田
副
会
長
は
発
表
の
最

後
に
、
最
近
の
燃
料
高
騰
問

題
に
触
れ
、
緊
急
対
策
と
し

て
「
軽
油（
の
旧
）暫
定
税
率

の
凍
結
を
」
と
訴
え
た
。

第 58 回

関ト協 事業者大会

原氏

西村氏

猪又氏

久保村氏

星野氏

燃
料
高
騰
分
の
運
賃
転
嫁
後
押
し

契
約
書
面
化
、業
界
意
見
を
踏
ま
え

来賓あいさつ

大髙会長あいさつ（概略）

Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
成
果
・

     

意
義
を
発
表

東ト協
彦田副会長

早
急
に
燃
料
高
騰
対
策
を

発表を行う彦田副会長

（５） 第1040号２０13年（平成25年）９月25日協 会



　

陸
上
貨
物
運

送
事
業
労
働
災

害
防
止
協
会（
陸

災
防
）
東
京
都

支
部
会
（
会
長・

大
髙
一
夫
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
長
）
は
９
月

８
日
、
千
葉
県

松
戸
市
の
日
立

物
流
松
戸
研
修

所
で
第
29
回
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
競
技
大
会

を
開
催
。
競
技

の
結
果
、
一
般

の
部
は
菅
原
慎
一
さ
ん
（
日

本
通
運
・
多
摩
支
店
）、
リ

ー
チ
の
部
は
松
田
侑
樹
さ
ん

（
セ
ン
コ
ー
）
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
、
一
般
の
部
優
勝
の

菅
原
さ
ん
が
東
京
労
働
局
長

賞
を
受
賞
し
た
。

　
開
会
式
で
水
野
功
副
会
長

（
東
ト
協
副
会
長
）
が
あ
い

さ
つ
し
、
労
災
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、「
普

段
の
実
力
と
日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。

  

大
会
に
は
一
般
の
部
に
15

人
、
リ
ー
チ
の
部
に
14
人
の

合
計
29
選
手
が
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
学
科
・
実
科
競
技
を
行

い
、日
頃
の
技
能
を
競
っ
た
。

　
競
技
終
了
後
、
表
彰
式
を

開
催
。
競
技
採
点
員
に
よ
る

講
評
に
続
き
、
表
彰
が
行
わ

れ
、
東
京
労
働
局
長
賞
が
一

般
の
部
優
勝
の
菅
原
さ
ん

に
、
同
局
労
働
基
準
部
の
船

井
雄
一
郎
安
全
課
長
か
ら
授

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸
災
防

東
京
都
支
部
会
長
賞
は
一
般

の
部
優
勝
の
菅
原
さ
ん
、
２

位
の
長
峰
卓
馬
さ
ん（
日
通
・

隅
田
川
支
店
）、
３
位
の
諸
岡

健
太
郎
さ
ん
（
日
通
・
大
井

国
際
輸
送
支
店
）、
お
よ
び
リ

ー
チ
の
部
優
勝
の
松
田
さ
ん

に
、
綿
引
正
明
専
務
理
事
か

ら
贈
ら
れ
た
。

　
な
お
、
最
高
点
・
平
均
点

な
ど
は
次
の
と
お
り
。

　
▽
学
科
競
技
（
３
０
０
点

満
点
）
＝
︿
一
般
の
部
﹀
最

高
２
８
８
点
、
最
低
１
９
２

点
、
平
均
２
３
８
点
︿
リ
ー

チ
の
部
﹀
最
高
２
５
２
点
、

最
低
１
９
２
点
、
平
均
２
２

６
点
▽
点
検
競
技
（
１
０
０

点
満
点
）
＝
︿
一
般
の
部
﹀

最
高
１
０
０
点
、
最
低
40

点
、
平
均
79
点
▽
荷
役
運
搬

競
技（
６
０
０
点
満
点
）＝︿
一

般
の
部
﹀
最
高
６
０
０
点
、

最
低
55
点
、
平
均
４
５
６
点

︿
リ
ー
チ
の
部
﹀
最
高
５
５

０
点
、
最
低
２
１
０
点
、
平

均
４
２
９
点

全
国
大
会
出
場
は

菅
原
・
田
代
さ
ん

　
９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
る

第
28
回
全
国
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
運
転
競
技
大
会
（
埼
玉
県

ト
ラ
ッ
ク
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
で
開
催
）
に
は
、
規
定
に

よ
り
一
般
の
部
優
勝
の
菅
原

さ
ん
と
、
同
５
位
の
田
代
祐

太
さ
ん
（
日
通
東
京
運
輸
）

が
出
場
す
る
。

　
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・
神

奈
川
の
首
都
圏
４
労
働
局

は
、
合
同
で
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

定
め
、
民
間
の
関
係
団
体
と

官
民
一
体
で
労
働
災
害
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力

に
展
開
す
る
。

　
４
労
働
局
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
全

国
労
働
衛
生
週
間
」
の
準
備

期
間
中
（
９
月
）
を
は
じ
め

と
し
て
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
よ
り
各
種
取
り
組

み
を
推
進
し
、
労
働
災
害
の

防
止
気
運
の
向
上
を
図
る
。

　
４
労
働
局
管
内
に
お
け
る

昨
年
の
労
働
災
害
は
、
合
計

で
２
万
７
２
９
６
人
と
前
年

比
７
８
４
人
増
加
し
た
。
こ

れ
は
、
全
国
の
増
加
分
の
約

半
数
を
占
め
る
。

　
今
年
度
か
ら
「
第
12
次
労

働
災
害
防
止
計
画
」（
５
か
年

計
画
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

３
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る

労
働
災
害
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
は
、
４
労
働
局
に

お
け
る
重
点
的
な
取
り
組
み

が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
合

同
で
各
種
取
り
組
み
を
展
開

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
東
京
労
働
局
で
は
10
月
末

に
か
け
て
「
私
の
安
全
宣
言

コ
ン
ク
ー
ル 
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 
２
０

１
３
」
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
産
業
保
健
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１

３
」（
11
月
27
日
）
や
、
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷

役
災
害
防
止
の
た
め
の
荷
主

な
ど
へ
の
説
明
会
を
行
う
。

　
警
察
庁
の
交
通
事
故
統
計

に
よ
る
と
、
今
年
８
月
末
累

計
の
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

死
亡
事
故
（
第
一
当
事
者
）

件
数
は
２
０
７
件
で
前
年
同

期
比
28
件
、
11
・
９
％
減
と

前
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。

　
こ
の
う
ち
大
型
貨
物
が
最

も
多
い
が
、
１
１
４
件
で
同

18
件
、
13
・
６
％
減
少
。
中

型
貨
物
も
72
件
で
同
９
件
、

11
・
１
％
減
少
し
て
い
る
。

た
だ
普
通
貨
物
は
18
件
で
同

４
件
、
28
・
６
％
増
加
。
ま

た
ト
レ
ー
ラ
（
大
型
・
中
型
・

普
通
貨
物
の
内
数
）
は
21
件

で
同
２
件
、
10
・
５
％
増
加

し
て
い
る
。

　
な
お
、
死
亡
事
故
全
体
で

は
２
６
４
６
件
で
同
69
件
、

２
・
７
％
増
加
。

　

東
京
労
働
局
は
11
月
27

日
、「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

産
業
保
健
フ
ォ

ー
ラ
ム 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
３
」
を
開
催
す
る
。

時
間
は
午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
35
分
ま
で
。
会
場

は
江
東
区
の
「
テ
ィ
ア
ラ
こ

う
と
う
」（
江
東
公
会
堂
）。

入
場
無
料
。

　
産
業
保
健
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

今
年
度
で
18
回
目
。
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
「
い
ま　
進
め
よ

う　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ

く
り
」。

　
心
と
体
の
健
康
確
保
に
つ

い
て
、
事
業
者
お
よ
び
労
働

者
自
身
に
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

各
職
場
に
お
い
て
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
を
効
果
的

に
推
進
す
る
上
で
役
立
つ
、

各
種
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
目
的
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本

精
神
保
健
福
祉
連
盟
の
大
西

守
常
務
理
事
（
東
京
慈
恵
会

医
科
大
学
精
神
医
学
講
座
講

師
）
が
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
者
の
職
場
復
帰
支
援
」

と
題
し
て
特
別
講
演
す
る
ほ

か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

や
健
康
保
持
増
進
に
関
す
る

事
例
発
表
が
行
わ
れ
る
。
ま

た
、
健
康
測
定
や
健
康
相
談

の
各
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け

ら
れ
る
。

第
29
回
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
競
技
大
会

東
京
な
ど
４
労
働
局

﹁
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
﹂

労
災
防
止
活
動
を
展
開

東
京
労
働
局
長
賞
は
菅
原
さ
ん（
日
通
）

警
察
庁
ま
と
め

８
月
末
累
計
死
亡
事
故

事
業
用
11
・
９
％
減
少

東京労働局

産業保健フォーラム
メンタルヘルスを中心に









































陸災防東京都支部会
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●
警
察
庁
、
第
１
回
「
交

通
事
故
抑
止
に
資
す
る
取
締

り
・
速
度
規
制
等
の
在
り
方

に
関
す
る
懇
談
会
」を
開
催
。

今
後
、
効
果
的
な
取
り
締
ま

り
の
あ
り
方
や
、
速
度
規
制

の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
開
始
す
る（
１
日
）

　
●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

「
運
行
管
理
者
試
験
事
前
講

習
会
」
を
開
催
。
近
年
、
低

下
傾
向
に
あ
る
合
格
率
の
向

上
と
あ
わ
せ
、
保
有
車
両
５

両
未
満
事
業
者
に
対
し
て
も

運
行
管
理
者
選
任
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

新
た
な
試
み
と
し
て
実
施
す

る（
11
日
）

　

●
古
屋
圭
司
国
家
公
安
委

員
長
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
星
野
良
三
会
長
に
対
し

て
、
業
界
が
か
ね
て
要
望
し

て
い
る
中
型
免
許
問
題
へ
の

対
応
と
し
て
、
貨
物
自
動
車

関
係
の
運
転
免
許
制
度
見
直

し
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会

設
置
の
方
針
を
示
す（
21
日
）

　

●
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
Ｇ
Ｐ
Ｎ
）、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
な
ど
環
境
配
慮
型

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

を
目
的
に
、
日
本
初
の
「
輸

配
送（
貨
物
自
動
車
）」
契
約

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
を

発
表
。
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
参
加
事
業
者
な
ど

「
環
境
優
良
」
事
業
者
を
、

荷
主
企
業
が
優
先
的
に
選
択

利
用
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る（
23
日
）

　

●
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
軽
油
価
格
の
高
騰
・
高

止
ま
り
が
続
く
中
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
「
燃
料
価
格
高

騰
対
策
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
。
全
ト
協
は
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
導
入
促
進
な
ど
対
応

を
強
化
し
て
い
る
が
、
こ
の

一
環
と
し
て
、
燃
料
高
騰
対

策
や
関
係
情
報
な
ど
を
掲
載

す
る
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
情

報
発
信
す
る（
28
日
）

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

な
ど
に
対
す
る
監
査
方
針
や

行
政
処
分
基
準
な
ど
に
関
す

る
通
達
を
改
正
し
、
悪
質
・

重
大
な
法
令
違
反
は
事
業
停

止
30
日
間
と
す
る
な
ど
厳
格

化
す
る
。

　
監
査
方
針
の
改
正
は
10
月

１
日
、
行
政
処
分
な
ど
の
基

準
改
正
は
11
月
１
日
か
ら
施

行
。
処
分
厳
格
化
に
よ
り
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
事
業
停

止
処
分
は
、
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
【
監
査
方
針
】

　
効
率
的
・
効
果
的
に
監
査

を
実
施
す
る
た
め
、
適
正
化

　
東
京
消
防
庁
主
催
の
普
通

救
命
講
習
が
９
月
11
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
、

東
ト
協
会
員
事
業
者
の
従
業

　ＤＰＦ（黒煙除去フィルタ）不具合問題
の原因究明のため、国土交通省および
全日本トラック協会では、引き続き「不
具合情報ホットライン」への情報提供
を呼びかけている。
　情報登録・提供は、国交省（http://www.
mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/hotline.
html）および全ト協（http://www.jta-dpf.
jp）の各ホットラインへ。
　ＤＰＦにススが溜まり頻繁に手動再
生しなければならない、または手動再
生してもススの詰まりが取れないとい
った不具合や、手動再生に何時間もか
かり業務に支障を来している、ＤＰＦ
の修理のために高額な修理代を請求さ
れたなどの問題について、情報提供を
求めているもの。
　定期点検や車検を確実に実施し、低硫
黄軽油やメーカー指定のエンジンオイ
ルを使用するなど、正しい使い方をし
ているにもかかわらず、こうした不具合
が発生しているケースも見られる。
　このため、国交省は各トラックメーカ
ーに対して、ＤＰＦの不具合情報の収集
と原因究明のための調査を指導してい
るが、依然として原因は明確になってい
ない。
　適切な使い方をしているにもかかわ
らず、ＤＰＦの不具合が多く発生してい
る場合には、リコールの可能性も想定
されるだけに、ユーザー側からの積極
的な情報提供を求めているものだ。

の
対
象
を
拡
大
し
、
記
録
の

記
載
不
備
に
つ
い
て
は
違
反

件
数
の
多
寡
に
か
か
わ
ら

ず
、文
書
警
告
に
よ
る
行
政

指
導
に
と
ど
め
る
。

　
ま
た
、
運
行
管
理
者
資
格

者
証
返
納
命
令
の
適
用
事
項

を
見
直
し
、
運
行
管
理
者
の

名
義
貸
し
禁
止
を
明
示
す
る

な
ど
厳
格
化
す
る
。

　
な
お
、
改
正
内
容
に
関
し

て
は
今
春
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
実
施

し
て
い
た
も
の
だ
。　

Ｄ
Ｐ
Ｆ
不
具
合
情
報   「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」へ
提
供
を

事
業
実
施
機
関
に

よ
る
各
種
通
報
や
、

法
令
違
反
歴
な
ど

を
も
と
に
、
各
運

輸
局
ま
た
は
各
運

輸
支
局
に
お
い
て

優
先
的
に
監
査
を

実
施
す
る
事
業
者
、

お
よ
び
継
続
的
に

監
視
し
て
い
く
事

業
者
の
リ
ス
ト
を

整
備
。
重
大
か
つ

悪
質
な
法
令
違
反

の
疑
い
が
あ
る
事

業
者
に
対
し
て
は
、

優
先
的
に
監
査
を

実
施
す
る
。

　
悪
質
な
違
反
が
疑
わ
れ
る

事
業
者
（
営
業
所
）
に
関
す

る
、
適
正
化
事
業
実
施
機
関

に
よ
る
速
報
制
度
を
10
月
１

日
か
ら
開
始
す
る
。

　
【
行
政
処
分
等
の
基
準
】

　
悪
質
・
重
大
な
法
令
違
反

に
対
す
る
行
政
処
分
は
、
事

業
停
止
30
日
間
に
厳
格
化
す

る
。
具
体
的
に
は
、
①
運
行

管
理
者
の
未
選
任（
現
行
／
40

日
車
）②
整
備
管
理
者
の
未

選
任（
同
／
40
日
車
）③
全
運

転
者
に
対
し
て
点
呼
未
実
施

（
同
／
点
呼
未
実
施
率
50
％

以
上
で
40
日
車
）④
監
査
拒

否
、
虚
偽
の
陳
述（
同
／
60
日

車
）⑤
名
義
貸
し
、
事
業
の

貸
渡
し（
同
／
60
日
車
×
違

反
車
両
数
）⑥
乗
務
時
間
の

基
準
に
著
し
く
違
反
（
同
／

１
２
０
日
車
）⑦
全
て
の
車

両
の
定
期
点
検
整
備
が
未
実

施（
同
／
20
日
車
×
違
反
車

両
数
）。

　
さ
ら
に
、事
業
停
止
後
、引

き
続
き
法
令
違
反
に
つ
い
て

改
善
し
な
い
場
合
に
は
、
許

可
取
り
消
し
処
分
と
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
記
録
類
の
改

ざ
ん
や
交
替
運
転
者
の
配
置

違
反
、
日
雇
い
運
転
者
の
選

任
な
ど
に
つ
い
て
も
、
処
分

量
定
を
引
き
上
げ
る
。

　
一
方
、
軽
微
な
法
令
違
反

員
ら
70
人
が
受
講

（
う
ち
４
人
は
更

新
の
た
め
の
再
受

講
）
し
た
。

　
講
習
は
交
通
事

故
や
労
働
災
害
、

大
災
害
に
よ
る
負

傷
者
の
救
急
救
命

法
を
研
修
す
る
た

め
、東
ト
協
会
員

事
業
者
の
管
理
職

な
ど
指
導
的
な
立

場
に
あ
る
人
を
対

象
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
受
講
者

に
は
「
救
命
技
能

認
定
証
」（
有
効
期

間
３
年
）
が
交
付

さ
れ
る
。
な
お
、

受
講
料
は
東
ト
協

が
負
担
。

　
同
日
は
、
東
京

防
災
救
急
協
会
の

専
門
講
師
が
①
心

肺
蘇
生
（
胸
骨
圧

迫・人
工
呼
吸
）②

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方

法
③
窒
息
の
手
当
て（
異
物

除
去
）④
止
血
法
――

な
ど
に

つ
い
て
説
明
。
ダ
ミ
ー
人
形

を
使
っ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど
、
一
連
の
応
急
手

当
て
の
方
法
に
つ
い
て
研
修

し
た
。
救
急
協
会
の
講
師
は

「
東
京
で
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、

平
均
６
、７
分
。
こ
の
間
の

応
急
手
当
て
が
、心
肺
停
止

者
の
生
存
の
可
能
性
に
大
き

く
関
係
す
る
。
勇
気
を
持
っ

て
救
命
活
動
を
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
国
土
交
通
省
は
10
月
１
日

か
ら
１
か
月
間
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
ク
リ
ー
ン・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
伴
い

東
京
運
輸
支
局
は
、
実
施
細

目
に
基
づ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
運
送
事
業
者
の
実
施
事
項

は
、
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の
清

掃（
交
換
含
む
）な
ど
を
中
心

に
自
主
点
検
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
黒
煙
濃
度
チ
ャ
ー

ト
に
よ
る
点
検
を
行
う
。
ま

た
急
発
進
・
急
加
速
な
ど
を

避
け
た
無
理
の
な
い
運
転
方

法（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）を
運
転

者
に
指
導
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
街
頭
な
ど
で

黒
煙
の
排
出
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
車
両

を
発
見
し
た
場
合
、
車
両
の

登
録
番
号
な
ど
を
管
轄
の
運

輸
支
局
に
通
報
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

　
▼
通
報
先
＝
迷
惑
黒
煙
相

談
窓
口「
黒
煙
１
１
０
番
」

（
東
京
運
輸
支
局
検
査・整
備

・
保
安
部
門 

☎
03
・
３
４
５

８・９
２
３
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・

３
４
７
１
・
６
３
２
０
）

                   全ト協提供ラジオ番組
             東ト協 江森副会長が出演
　全日本トラック協会は９月24・25 日、提
供ラジオ番組「ドライバーズ・リクエス
ト」（ＴＢＳ系列全国33局ネット）で、ト
ラック運送業界の交通安全対策に関する
特集番組を放送。
　９月25日には全ト協交通対策委員会副
委員長の東京都トラック協会・江森東副会長（事故防止委
員長、江商運輸社長）が出演し、10年間で死亡事故半減を
目指す全ト協の交通安全計画や、対策の一環として推進
している、運転者の安全運転指導に活用できるドライブ
レコーダーの導入促進などについて紹介。業界をあげて
事故防止の徹底に努めていることをアピールした。
　なお、同特集番組は放送日から、おおむね１週間後に

「らじこん」ホームページ（http://www.radi-con.com/
program/166）にアップされ、聴取することが可能。

◇８月分 ◇

国
交
省

普
通
救
命
講
習

応急手当ての方法を研修

国 交 省

東 京
消 防 庁
主       催

10 月
ディーゼルクリーン・
キャンペーンを展開

                                監査方針・行政処分基準改正

悪質・重大違反は事業停止30日間
                            来年１月から適用

（７） 第1040号総 合 ２０13年（平成25年）９月25日
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写
真　
　

遠
く
に
離
れ
た
リ

ン
ゴ
た
ち
。
相
反
す
る
矢
印
が

つ
い
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
関
係

を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
写
真　
　

A
・
ロ
ブ
グ
リ
エ

と
Ａ
・
レ
ネ
の
映
画
「
去
年
マ

リ
エ
ン
バ
ー
ド
で
」
の
一
場
面

で
す
。
樹
木
と
人
物
の
影
に
注

目
。
時
空
間
の
ず
れ
を
表
現
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真　
　

一
人
ひ
と
り
の
矢

印
が
一
方
に
集
ま
り
、
仲
の
い

い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
ひ

と
目
で
分
か
り
ま
す
。

　
写
真　
　

何
か
外
か
ら
の
刺

激
が
あ
っ
た
の
か
？　
矢
印
は

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
写
真　
　
（
撮
影
・
和
田
治
子
）

真
眼
塾
の
メ
ン
バ
ー
が
、
あ
る

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
た
と
き
の

記
録
で
す
。深
い
孤
独
か
ら
か
、

自
分
の
近
し
い
人
と
の
視
線
が

交
わ
ら
ず
、
あ
ら
ぬ
方
向
を
向

い
て
い
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
で

す
が
、
こ
の
空
間
は
ね
じ
れ
て

い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
現
代
の
空
間
な
の

だ
と
は
思
い
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
写
真　
　
重
な
り
合
い
、
同
じ

方
向
を
向
い
た
リ
ン
ゴ
た
ち
。

「空間のゆがみについて」

  

写
真
は
被
写
体
が
な
け
れ
ば

写
真
に
な
れ
な
い
こ
と
は
、
既

に
述
べ
た
通
り
で
す
。

　
そ
の
被
写
体
に
は
、
や
っ
か

い
な
こ
と
に
す
べ
て
矢
印
が
つ

い
て
い
る
。

　

右
を
向
い
て
い
る
人
は
右

へ
、
左
向
き
の
人
は
左
へ
矢
印

が
つ
い
て
い
る
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
正
面
を
向
い
て
い
る

が
流
し
目
で
左
を
見
て
い
る
人

は
、
左
へ
矢
印
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

  

野
球
の
ボ
ー
ル
や
リ
ン
ゴ
な

ど
は
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
る

と
も
言
え
な
い
、
と
い
う
疑
問

が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
完
全
な

球
体
で
も
、
光
の
受
け
方
に
よ

っ
て
矢
印
が
出
て
き
ま
す
。

　

写
真　
　

中
央
に
位
置
し
た

リ
ン
ゴ
が
、
正
面
か
ら
の
光
を

受
け
て
い
れ
ば
、
矢
印
は
正
面

へ
。
堂
々
と
存
在
感
を
示
し
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

写
真　
　

同
じ
よ
う
に
中
央

に
置
か
れ
た
リ
ン
ゴ
で
も
、
左

か
ら
の
光
に
よ
っ
て
、
左
の
空

間
が
明
る
く
豊
か
に
見
え
ま

す
。
矢
印
は
左
で
す
。

　

写
真　
　

同
じ
光
で
も
、
リ

ン
ゴ
が
画
面
の
左
端
に
位
置
す

る
と
、
矢
印
は
行
き
詰
ま
り
、

反
対
に
右
側
の
影
の
部
分
が
存

在
感
を
増
し
て
き
ま
す
。何
か
、

希
望
が
行
き
詰
ま
っ
た
よ
う
に

も
見
え
て
き
ま
す
。

　
二
十
三
番
札
所
・
薬
王

寺
を
打
っ
て
高
知
県
に
入

り
ま
す
。
土
佐
湾
を
抱
え

る
よ
う
に
、
室
戸
岬
と
足
摺
岬
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
岬
に
は
い
ろ

い
ろ
な
話
が
ま
つ
わ
り
、
ど
う
し
て

も
旅
情
が
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
岬
の
突

端
に
、
二
十
四
番
と
三
十
八
番
札
所

が
あ
り
ま
す
。

　
室
戸
岬
に
あ
る
二
十
四
番
札
所
・

最
御
崎
寺
へ
は
75.
4
㍃
ⅿ
。
時
に
潮

の
香
り
の
中
を
ひ
た
す
ら
歩
く
、
２

泊
な
い
し
３
泊
の
道
の
り
で
す
。　

　
寄
せ
て
は
返
す
波
に
も
ま
れ
て
丸

く
な
っ
た
、
漬
け
物
石
の
よ
う
な
岩

が
ご
ろ
ご
ろ
音
を
立
て
て
動
く
「
ご

ろ
ご
ろ
海
岸
」。
海
中
か
ら
飛
び
出
し

て
い
る
大
き
な
２
つ
の
岩
を
注
連
縄

（
し
め
な
わ
）
で
結
ん
だ
「
夫
婦
岩
」

と
い
う
の
は
、
有
名
な
伊
勢
な
ら
ず
と

も
、
思
い
は
ど
こ
も
同
じ
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
海
洋
深
層
水
を
く
み
上
げ

て
い
る
施
設
で
は
、「
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
」

と
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
今
も
あ
る
の

か
と
…
記
憶
を
辿
っ
て
い
る
と
、
二
十

四
番
札
所
近
く
で
、
白
い
巨
大
な
青
年

大
師
像
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
近
く
に
、弘
法
大
師
が
「
空
海
」

と
名
乗
る
契
機
と
な
る
修
行
の
地
「
御

蔵
洞
」
が
あ
り
ま
す
。「
風
の
室
戸
」
と

い
わ
れ
、
年
間
1
2
0
日
も
強
風
が
吹

く
そ
う
で
す
。
そ
の
岬
の
突
端
で
、
文

字
通
り
、
眼
前
に
は
空
と
海
し
か
な
い

中
で
、
洞
窟
に
こ
も
っ
て
修
行
し
て
い

た
あ
る
夜
、
明
星
が
口
に
飛
び
込
ん
で

き
て
、
宇
宙
の
真
理
を
悟
っ
た
と
い
い

ま
す
。
さ
も
あ
り
な
ん
と
思
わ
せ
る
風

や
波
の
音
に
、
当
時
を
偲
び
ま
す
。

　
札
所
を
打
っ
て
「
室
戸
岬
と
い
え
ば

室
戸
岬
灯
台
」
と
、訪
ね
て
み
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
光
達
距
離
約
49
㍃
ⅿ
と
、
日

本
一
の
レ
ン
ズ
を
持
つ
〝
大
き
な
白
亜

の
照
明
装
置
〟
と
も
い
う
べ
き
も
の
が

ド
ン
と
鎮
座
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
「
恋
人
の
聖
地
」

と
し
て
認
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

９
月
16
日
は
「
敬

老
の
日
」
だ
っ
た
。

今
年
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
千
２
百

万
人
で
、
わ
が
国
の
人
口
の
４
分
の
１
に

当
た
る
そ
う
だ
。
や
は
り
団
塊
の
世
代
の

仲
間
入
り
が
影
響
し
て
い
る
◆
こ
の
現
実

は
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。や
は
り
、

働
け
る
元
気
な
高
齢
者
を
活
用
す
る
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。
高
齢
者
の
仲
間
入
り
が

増
え
、
長
寿
者
も
増
え
、
ま
さ
に
わ
が
国

は
高
齢
社
会
を
形
成
し
た
。
だ
が
、
こ
の

現
実
を
嘆
い
て
い
て
も
仕
方
な
い
◆
全
国

有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
発
表
し
た
今
年

の
「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」
に
は
、傑
作
が
あ
る
。

産
経
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
入
選
作
を
、

紹
介
し
よ
う
◆「
耳
遠
く
オ
レ
オ
レ
詐
欺

も
困
り
果
て
」「
金
貯
め
て
使
う
頃
に
は
寝

た
っ
き
り
」「
寝
て
練
っ
た
良
い
句
だ
っ
た

が
朝
忘
れ
」「
骨
が
減
り
知
人
も
減
る
が
口

減
ら
ず
」「
孫
が
聞
く
膝
が
笑
う
と
ど
ん
な

声
？
」
◆
面
白
い
と
い
え
ば
面
白
い
が
、

な
ん
と
な
く
切
実
で
も
あ
り
、
芯
か
ら
笑

え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
老
い
を
重
ね
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
笑
え
」
な
い
事
態
が

発
生
し
、
川
柳
ど
こ
ろ
で
な
い
現
実
も
あ

る
。
老
い
て
み
な
い
と
実
感
し
な
い
と
思

う
が
、
川
柳
で
「
自
分
を
顧
み
る
」
の
も

大
事
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

た
。
第
２
部
で
は
舞
台
を
東

京
へ
移
し
、
主
人
公
が
勤
め
る

銀
行
本
店
の
建
物
や
、
そ
の

内
部
が
都
内
で
撮
影
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

銀
行
の
本
店
は
、
中
央
区

日
本
橋
に
あ
る
三
井
本
館
。

三
井
住
友
銀
行
日
本
橋
支
店

や
美
術
館
な
ど
が
入
る
建
物

で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
廊
下
な

ど
の
シ
ー
ン
は
、
千
代
田
区
神

田
の
学
士
会
館
内
で
撮
影
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　
三
井
本
館
の
コ
リ
ン
ト
式
の

柱
を
見
る
と
、
ド
ラ
マ
の
ワ
ン

シ
ー
ン
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

し
か
し
、何
か
違
和
感
が
…
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
ド
ラ
マ
で

は
建
物
の
上
に
高
層
ビ
ル
が
乗

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
は

建
物
の
上
に
は
空
が
あ
る
だ

け
。
ド
ラ
マ
の
中
で
は
映
像
技

術
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
建

物
と
現
代
的
な

高
層
ビ
ル
に
よ
っ

て
、
メ
ガ
バ
ン
ク

の
本
店
を
表
現

し
ていた
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な

違
い
を
探
す
こ
と

も
、
新
し
い
ロ
ケ

地
巡
り
の
醍
醐

味
と
い
え
ま
す
。

　
「
や
ら
れ
た
ら
倍
返
し
」

と
い
う
セ
リ
フ
で
、
高
視

聴
率
を
記
録
し
た
ド
ラ
マ

も
、
９
月
22
日
の
放
送
で

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

個
性
的
な
役
者
の
演
技
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ド
ラ
マ

に
登
場
し
た
建
物
も
印
象

に
残
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

ド
ラ
マ
や

映
画
の
ロ
ケ

地
を
探
し
て

出
か
け
る
「
ロ

ケ
地
巡
り
」

の
愛
好
家
が

い
ま
す
が
、

現
在
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

の
情
報
の
お
か
げ
で
、
気

軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
人
気
の
ド
ラ
マ
は

２
部
構
成
で
、
第
１
部
は

大
阪
の
街
が
舞
台
。
通
天

閣
や
道
頓
堀
は
、
す
ぐ
に

大
阪
と
分
か
る
も
の
で
し
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が
新・写真作法⑥

空
間
の
ね
じ
れ

オリンパス OM-D E-M5  Ｍ．ズイコーデジタル　12~50ミリ

複
数
の
被
写
体
の

複
雑
な「
関
係
」

す
べ
て
の

被
写
体
に
は

矢
印
が
つ
い
て
い
る

9 86

5

4

3

2

1

7

1234

5678

9

「空間のゆがみについて」

空
間①

『三井本館』

 三井本館  
場　所： 中央区日本橋室町2-1-1

（東京メトロ半蔵門線・銀座線三越前駅そば）

～人気ドラマを
　　ロケ地で振り返る～

「空海」由来の修行の場で聞く風の音

（８）２０13年（平成25年）９月25日第1040号


